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　実は (1) と (2) は密接に関係している。
(1) の問題点は，収束性の議論が貧弱に感じ
られることである。また (2) は統計学という















































































　　　　　 ここで　　 　　  を与える。










































































系 2.3　　　　　     　　　　に対し
　　　 と　　　　    　　 は次の一対一対
応を引き起こす：
系 2.4  (1) 　　　　 による　　　 　上の
一様分布の像は超幾何分布である：
ここで　　　　　   　など。
(2)　　　　　　　　　 とする。このとき
　　　　　      　　による　　　　　 上
の一様分布の像は同じ超幾何分布である。同
じことだが，
(3)　   　　　　　による　　上の一様分布
の像も同じ超幾何分布である。














幸いなことに　　　　　   　で誘導される
分割表のウォークは，まれな例外(周辺度数










































































































































定理 5.1  (1)
等号成立は　　　のときに限る。
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